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将来の高山市の人口は？

総合計画の体系

高山市第八次総合計画

基　本　計　画
基本理念（今後のまちづくりの考え方）

都市像（本市の将来のあるべき姿）

「協働」　　　「創造」　　　「自立」
市民が主役という考えのもと、多様な主体が「協働」してまちづくりに取り組むとともに、先人たちが築き上げ
てきたまちの財産を継承しながら、新たなまちの魅力や個性を「創造」し、将来につなげていくことで、市民が
夢と希望を持ち、心豊かに暮らしていくことのできる「自立」したまちを目指す

実 施 計 画 ・ 財 政 計 画

着実な計画の推進

多様な働き方と
優れた産品、サービスで

財を稼ぐ

心身の健康と文化、
教育で心豊かな
暮らしを実現する

人と人がつながり、
安全で美しさと便利さが
共存する持続可能な
まちをつくる

まちづくりの方向性

人・自然・文化がおりなす　活力とやさしさのあるまち　飛驒高山

地域のまちづくり（まちづくり協議会単位）

目指すべき人口の将来展望
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高齢者人口（65歳以上）生産年齢人口（15～64歳）年少人口（0～14歳） 高齢化率

実績値 推計値
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高山市の人口推移

※内訳には、年齢不詳分を除いています。

◎人口の動向と将来推計
○平成12（2000）年の 97,023人を
ピークに減少しています。
○令和27（2045）年には、約63,000
人になると見込まれます。
○この背景には、死亡数が出生数を上
回る「自然減」と若者が進学・就職に
より転出し、その後戻ってくる者が
少ないことなどによる「社会減」の進
行が要因として考えられます。
○人口減少や少子高齢化により、コ
ミュニティ機能の低下や地域産業の
衰退が危惧されます。

◎目指すべき人口の将来展望
　持続可能なまちづくりを進めるため、目指すべき人口
の将来展望を設定しました。

⑴自然動態の改善
　合計特殊出生率※を段階的に改善
　令和27年までに 2.13に上昇
※1人の女性が平均して一生の間に何人の子どもを産むの
か表した数値

⑵社会動態の改善
　生産年齢人口における社会増減（転入数と転
出数の差）を段階的に改善
令和27年には将来推計に対して年間300人の増
　　　　　　⇩
目指すべき人口の将来展望を
71,000人（令和27年）とします。
　　　　　　⇩
計画人口を 82,000人（令和7年）とします。




